
別紙 

【参考】 

  先人たちはこれまで何度も津波に襲われても、海の可能性を信じて再起を果たしてきました。  

人智の及ばぬ壮大な力としながらも、海を敵視せず、積極的に関わりあって暮らしてきました。  

現在を生きる世代が再び海の可能性を信じ、復興を成し遂げることが次世代への希望となります。

全国的に知名度の高い気仙沼の現在の風景を、復興の願いを込めて題材としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

（1） （2） （3） 

（4） （5） （6） （7） 

（8） （9） （10） 

 

 

 

 

【切手選定理由】 

  全国的に「ふかひれ」で知名度の高い気仙沼は風光明媚な観光地でもあります。今回、気仙沼市

から全面的にご協力いただき、美しい郷土を題材として地域の PR を行います。 

 

番号 題材 ふりがな 

（1） 気仙沼港とウミネコ けせんぬまこうとうみねこ 

（2） 十八鳴浜 くぐなりはま 

（3） 岩井崎潮吹岩 いわいさきしおふきいわ 

（4） 徳仙丈山のつつじ とくせんじょうさんのつつじ 

（5） 岩井崎のご来光と秀ノ山雷五郎像 いわいさきのごらいこうとひでのやまらいごろうぞう

（6） 夜の魚市場 よるのうおいちば 

（7） 大浦から安波山を望む おおうらからあんばさんをのぞむ 

（8） 気仙沼地方のアワビ漁 けせんぬまちほうのあわびりょう 

（9） 月夜の日門海岸 つきよのひかどかいがん 

（10） 折石と朝日 おれいしとあさひ 


